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― 地域社会における「関係性」を編み直す CSR活動を中心に ― 
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第 3 章「企業と社会的責任(CSR) ―地域における企業の「CSR」のあり方―」では、近
代以前から今日までの長期間を、近代以前、第二次大戦敗戦から 1950年代まで、1960年代
から 1970年代前半まで、1970年代後半から 1990年代まで、2000年以降という 5期に区分
し、各期の地域社会における企業の社会的責任理念や実践を振り返り、日本企業の CSR 活
動の現状と課題を考察した。特に、2000 年以降の CSR 活動に焦点を当て、グローバルかつ
規模的な優位性で主導する取り組みだけではなく、個人アクターの感性と視点で地域社会
のニーズを把握し、対応するような CSR活動の必要性を提言した。 


























































企業と CSR の関係性や企業の CSR の方向性にかかわる根本的な問題として、今後、継続し
て研究していきたいと考える。 
 
